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INFORMATION

　平成25年11月1日、政府の今冬の電力需給対策が決定され、九州管内
では「数値目標を伴わない節電」をお願いすることとなりました。
　今冬の電力需給見通しは、昨冬ご協力頂いた節電効果の実績を加味し
た電力需給を前提としており、火力発電所等の計画外停止が発生するリ
スクを踏まえると、依然として厳しい状況です。※九州管内ではH22年度比▲4.1％（63万KW）を見込む

　つきましては、生活や経済活動等に実質的な影響が生じない範囲で、節電のご協力をお
願い申し上げます。

今冬の節電へのご協力のお願い

節電にご協力いただきたい期間・時間帯
平成 25 年 12 月 2 日（月）～平成 26 年 3 月 31 日（月）の平日 8:00 ～ 21:00

（１２/ ３０～ 1/3 を除く）

　鹿児島県最低賃金が平成25年10月27日より時間額665円（平成

24年10月13日までは時間額654円）に改正されました。

鹿児島県最低賃金が時間額665円に！

 【最低賃金に関するお問い合わせ先】
　鹿児島労働局賃金室  ☎ 099-223-8278
　名瀬労働基準監督署  ☎ 0997-52-0574

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最低賃金額
（時間額）

効力発生日

665 円 平成 25 年 10 月 27 日

＊最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべ
ての労働者に適用され、使用者は労働者に対して最
低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。

◎お問い合わせ先  九州経済産業局エネルギー環境広報室☎ 092-482-5467

　交通事故による死者数は年々減少傾向にあるものの、平成24年度の事
故発生件数は約67万件、死傷者数は約83万人と、国民の誰もが交通事故
の被害者にも加害者にもなり得る極めて深刻な状況となっています。
　自賠責保険・共済は、すべての自動車の保有者に、自動車1台ごとに
加入が義務づけられており、基本的にすべての加害者の賠償責任を担保
するとともに、すべての被害者の基本的な賠償を保障する制度であり、
被害者の保護を目的としています。
　自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です。四輪車はもちろんですが、特に、車検
制度のない250cc以下のバイク（原動機付自転車・計二輪自動車）は有効期限切れ、かけ
忘れにご注意下さい！

自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！

◎自賠責制度の詳しい内容は、 http://www.jibai.jp でご覧になれます。
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戸籍窓口からのお知らせ
戸 籍 係 で 各 種 証 明 を 請 求 す る 時 に は 、
下 記 の 点 に ご 注 意 く だ さ い ！

 ◎お問い合わせ先  住民税務課戸籍係　☎ 0997-67-2211

戸籍関係 住民票関係

印鑑登録・証明書関係

■ 戸籍・除籍・附票謄抄本を
　 請求できる者
戸籍に記載されている者、又はその配
偶者、直系尊属もしくは直系卑属。

■ 住民票謄・抄本を請求できる者

住民票に記載されている者、又は同じ
世帯にある者。

■ 印鑑登録をできる者
①住民基本台帳に記載がある者。（15歳未満の者、及び成年被後見人は除く。）
②原則本人。（ただし、病気その他やむを得ない事由により本人が申請できない
　場合は、委任を証する書面を添えて代理人により申請することができます。）

■ 印鑑証明書を請求できる者
①印鑑登録者本人。（必ず印鑑登録証を持参する。）
②代理人。（代理人も、必ず必要とする者の印鑑登録証を持参する。）
※印鑑登録証を持参していない場合は、印鑑証明書の交付ができません。

以 上 の 各 種 証 明 書 請 求 の 際 は 、 窓 口 に 来 ら れ る 方 の 本 人 確 認 と し
て 、 身 分 証 明 書 の 提 示 が 戸 籍 法 施 行 規 則 に よ り 定 め ら れ て い ま す 。

身分証明書は以下のとおり
■ 写真付きのもの
運転免許証、パスポート、公的機関発行の証明書（離島割引カード

や高齢者バス受給資格証など）、住基カードなどのいずれか一種類。

■ 写真付きでないもの
健康保険証、年金手帳、年金証書、共済組合員証など二種類。
※身分証明書を持参していない場合は交付ができませんので、必ず持参するよ
　うお願いいたします。
※キャッシュカード、通帳、病院の診察券などは身分証明書には該当しません。
　また、申請用紙には窓口に来られた方の印鑑の押印が必要となります。

※上記以外の者から請求を行う場合は、上記請求できる者から直筆の委任状が
　必要となります。

▼▼
▼
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「あまちゃん」久
きゅうの

野 末
すえかつ

勝（龍郷町）

「祭りの主役」長
ながみね

嶺 フキ子（奄美市）

準グランプリ作品の講評
　この作品はコミカルな雰囲気があり、観る
人を楽しませてくれます。
　現代のようにメディアがなかった時代、人々
は日常を非日常に演じる事で自分自身が “ユ
ルクビ（喜び）”、人々をも “ユルクマシ（喜ば
し）” ていたのでしょう。
　実際観ていた人たちのにぎやかな笑い声が
聞こえてくるようです。

グランプリ作品の講評
　この作品は集落の前庭の海（珊瑚礁）で漁
をする老婆でしょうか。今でも潮の具合で時々
見かける風景です。
　人物の姿や格好から、慎重に獲物を探す、
あるいは捕る、そんな緊張感が伝わってきま
す。自然と人と文化（道具など）が解け合っ
た素晴らしい作品です。
　文化は一次産業からしか生まれないと思い
ます。作者自身も一次産業の “匂い” が身体
に染み込んでおり、瞬時に記憶がよみがえり
シャッターを押したのでしょう。

※各作品の下へ「作品タイトル」撮影者の氏名
　（ 住   所 ）を掲載しています。

※グランプリ、準グランプリ作品の講評は審査委
　員長の濱田  康作氏に書いて頂いたものです。

濱
は ま だ

田  康
こうさく

作  氏 ● 宇検村フォトコンテス
ト審査委員長。奄美市名瀬在住。奄美の
自然の生態系や人との響き合いをライフ
ワークに写真を撮り続けている。
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を
初
開
催
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ま
し
た
。

第 1回宇検村フォトコンテスト

村の魅力が、集まる。
村内外の写真愛好家の皆さんが、
宇検村の様々な風景を届けてくれました。

↑表彰状を手にする受賞者

い
っ
ぱ

い撮った

よ
！
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「しゅどぅき」里
さとむら

村 強
つ よ し

志（奄美市）

　
「
宇
検
村
の
自
然
や
生
き
物

と
そ
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で
暮
ら
す
人
々
の
営

み
」を
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ー
マ
に
作
品
を
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集
。

28
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ら
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３
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あ
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自
然
や
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統
文
化
、
産
業
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々
な
分

野
の
作
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が
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ま
り
、
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村
の

資
料
と
し
て
も
大
変
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重
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

14
作
品
を
入
賞
作
品
に
選

出
。
そ
の
中
か
ら
上
記
8
作
品

の
撮
影
者
を
対
象
に
、
10
月
27

日
（
日
）
元
気
の
出
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。

　

審
査
委
員
長
の
濱
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康
作

氏
は
講
評
で
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宇
検
村
を
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り

た
い
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と
の
積
極
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な
熱
意
を
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来
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た
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。
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後
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を
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し
た
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え
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い
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「伝統を受け継ぐ」田
た ば た

畑 より子（奄美市）

「未来融融」中
なかむら

村 巌
いわお

（奄美市） 「オオタニワタリと清流」上
かんむら

村 むつ子（奄美市）

「古（いにしえ）のいろ」赤
あかつか

塚 リエ子（奄美市） 「お魚いらんかね？」池
い け だ

田 理
り な

奈（宇検村）

入選の 6作品
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故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

村 の 人 口
（平成25年11月末現在）

男 　  8 9 1 人
女　　 9 9 5 人
計　1 , 8 8 6 人

世帯数1 , 0 3 9
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憲
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平成26年 宇検村成人式・宇検村消防出初め式の日程
平成26年宇検村成人式 平成26年宇検村消防出初式
■開催日　平成26年1月4日（土）
■場　所　宇検村元気の出る館
■開　式　午前10時
■新成人対象者
　平成5年4月2日〜平成6年4月
　1日までに生まれた方

【問】村教育委員会  ☎67-2261

■開催日　平成26年1月5日（日）
■場　所　宇検村陸上競技場
■開　式　午後1時45分から
　パレード役場前〜村陸上競技場
■出初式の内容
　表彰式・消防操法・放水演習など

【問】役場総務課防災係  ☎67-2211

る
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

広報うけん「2014年1月号」発行遅延のお詫び
　広報うけん 1 月号は毎年元日に発行をしており
ますが、来年 2014 年 1 月号は編集の都合上、発
行を延期することとなりました。
　広報うけん 1 月号の元日到着を待ってくださっている皆
さまには、申し訳なくお詫びいたします。来年の 1 月中旬
に印刷完成の予定で、現在、鋭意編集作業中です。しばらく
の間お待ちくださいますようお願いいたします。


